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言言

十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
－
Ｉ
こ
と
し
は
三
日
と

四
日
が
連
休
と
な
’
。
て
い
ま
す
。
野
山
も
色
づ
き
は

じ
め
た
秋
の
日
の
休
日
に
、
宇
治
の
文
化
財
を
訪
ね

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

文
化
財
を

大
切
に

し
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
＆
m
は
曹
洞

宗
開
祖
迢
元
禅
師
が
開
い
た
と
い
う

由
緒
あ
る
寺
で
す
。
む
と
伏
見
の
深

草
に
あ
っ
た
の
を
江
戸
時
代
の
始
め

に
い
ま
の
と
こ
ろ
に
ひ
し
た
も
の
で

す
。興

取
寺
の
後
は
朝
日
山
、
宇
治
川

の
上
流
に
は
も
み
じ
の
白
虹
橋
－

と
自
然
の
中
に
静
か
な
た
た
ず
ま
い

の
社
寺
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
文
化
環
境
も
歴
史
を
語
り
、
心
を

な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
遺
産
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

紅
葉
も
美
し
い
頃
、
下
の
文
化
財

無
料
拝
観
券
を
利
用
さ
れ
て
、
宇
治

の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
く
だ
さ
い
。

な
お
宝
蔵
院
は
万
福
寺
の
と
な
り

に
あ
り
、
「
鉄
眼
版
一
切
経
の
版
木

」
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
切
経

は
大
蔵
経
の
こ
と
で
釈
迦
の
説
法
な

ど
を
集
大
成
し
た
仏
教
聖
典
で
す
。

こ
の
版
木
に
よ
る
印
刷
は
仏
教
研
究

に
役
立
っ
た
ほ
か
、
明
朝
風
の
書
体

を
全
国
に
広
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま

し
た
。

第27回
宇治市民文化祭

無料拝観券

とき11月3日・4日
ｊ寺福
会
万
か
員

山
れ
委

架
ず
行

黄
い
実

・
の
祭

院
院
化

等
蔵
文

平
宝
ぐ

市
民
会
館

ｊ寺福
会
万
か
員

山
れ
委

県
ず
行

黄
い
実

・
の
祭

院
院
化

等
蔵
文

平
宝
ぐ

読書週間

◇
女
が
職
場
を
去
る
日

沖
藤
典
子
砥

キ
ャ
リ
ア
ー
ウ
ー
マ
ン
だ
っ
た
晋

者
が
職
場
を
去
っ
た
の
は
、
ガ
ン
に

倒
れ
た
父
親
の
回
護
と
夫
の
転
勤
に

よ
る
二
迢
冷
房
の
誼
み
が
彼
女
の
両

屑
に
ず
っ
し
ひ
ど
ｍ
く
か
か
っ
て
き

た
た
め
で
す
。
女
に
と
っ
て
「
家
庭

の
幸
福
と
は
」
「
職
業
と
は
」
を
問

い
か
け
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
の
如
人

に
も
読
ん
で
ほ
し
い
本
で
す
。（
新
潮
社
）

秋
の
見
学
会

▽
と
き
・
・
・
1
1
月
1
9
日
（
月
）

▽
見
学
先
・
：
湖
東
三
山

希
望
者
は
十
一
月
十
四
日
ま
で
に

市
民
図
書
室
・
前
川
桂
子
さ
ん
（
ぶ

話
妙
３
４
５
８
番
）
へ
。
お
加
ａ
ｉ
２

四
千
円
（
昼
食
代
を
合
む
）

三の間
菊
の
香
が
に
お

う
す
が
す
が
し
い

季
節
と
な
っ
た
。

宇
治
川
の
ほ
と
り

に
立
て
ば
、
ほ
ほ

に
ふ
れ
る
風
も
さ

わ
や
か
で
あ
る
。

晴
れ
た
日
の
夕
ぐ
れ
、
ま
っ
か
に
染

ま
っ
た
夕
や
け
雲
の
中
を
、
一
列
の

雁
が
渡
っ
て
行
く
、
そ
ん
な
季
節
で

も
あ
る
▼
こ
の
時
儒
一
は
街
の
あ
ち
こ

ら
で
文
化
祭
が
催
さ
れ
る
文
化
の
月

で
も
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
歴
史
を
受

け
つ
い
が
私
た
ち
の
町
宇
治
は
多
く

の
古
い
文
化
財
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
多
く
の
文
化
的
遺
産
を
保
護

す
る
た
め
市
民
の
方
が
た
が
地
域
ぐ

る
み
で
、
あ
る
い
は
団
体
で
、
個
人

で
限
り
な
い
努
力
を
続
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
深
い
敬
意
と
感
謝
を
さ
さ

げ
た
い
▼
五
ケ
庄
に
西
導
寺
と
い
う

古
い
寺
が
あ
る
。
故
渡
辺
市
長
の
菩

提
寺
で
あ
る
。
渡
辺
市
長
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
て
か
ら
も
う
三
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
。
十
一
月
七
日
の

命
日
に
は
近
況
報
告
の
た
め
、
お
墓

参
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
お
寺
に
藤
原
時
代
の
ｍ
要
文
化

財
楽
師
如
来
座
像
と
毘
沙
門
天
立
像

そ
れ
に
阿
弥
陀
如
来
像
が
保
存
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
仏
像
を
拝
す
る
と
き

雑
念
が
去
っ
て
心
の
静
ま
る
の
を
覚

え
る
▼
昭
和
十
四
年
頃
に
、
地
元
の

人
達
の
努
力
に
よ
っ
て
府
の
援
助
を

う
け
、
コ
ン
ク
ジ
ー
ト
プ
＝
ツ
ク
の

部
屋
を
造
っ
て
こ
こ
に
安
置
し
、
現

在
瓦
匹
全
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

地
元
の
み
な
さ
ん
の
ご
労
苦
に
感
謝

申
し
あ
げ
た
い
。
特
に
あ
り
が
た
い

と
思
う
の
は
、
地
域
の
ご
婦
人
達
に

よ
り
毎
月
三
日
に
こ
の
仏
像
の
前
で

お
経
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
私
達
は
文
化
財
を
守
る
と
同
時

に
、
お
が
む
心
を
守
り
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
▼
文
化
の

日
を
中
心
に
多
く
の
仙
し
が
あ
る
。

新
し
い
文
化
を
創
造
し
、
優
れ
た
近

代
的
な
文
化
芸
術
を
つ
く
り
出
す
こ

と
は
大
変
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
同
時
に
そ
れ
ら
の
文
化

芸
術
を
通
し
て
、
美
し
い
心
、
け
だ

か
い
心
、
や
さ
し
く
た
く
ま
し
い
心

を
生
み
、
育
て
大
き
く
伸
ば
し
て
行

く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

ま
ま
ｒ
馬
ぼ
知
丸

格而齢に
５
を饗製

中し出売価特超

作押

｝

番
う

、
‘

゛
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・
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ま
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て
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械
・
卸

機
ス
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で
ラ
に

ま
プ
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す
を
具
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事
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３
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＝
復
氏
会
館
後
７
時
～
、
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＝
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オープン以来，523人が利用

号0
2

ｒ
Ｄ
第

訂
正

就
学
時
健
康
診
断
の
日
程
を
市
政

だ
よ
り
ｃ
月
2
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
木
幡
小
学
校
の
日
程
が

1
1
月
1
4
日
（
水
）
と
1
6
日
（
金
）
に

記
戴
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
は
、

1
1
月
1
6
日
（
金
）
で
す
の
で
、
訂
正

し
ま
す
。

るす仕奉に全安の会社域地

で

す
車
で
哩
Ｋ
。
り

～
ご

ぺ
殊
す
四
は
大
金
種

売
代
各

７自
に
種
備
各
整
の

Ｋ
等
Ｏ
装
で
塗
い
金
払
板
月
・
力
費
2
4
続

は
手
い
査
る
検
あ
・
月
税
ヵ
諸
６
料
ン
険
一
保
□
。
検
備
車
整

Ｘ一９－
詣ぐ

●
混2

2
8
8

翻塁前
口
社
ノ
神
郷
県
町原

治
田
昌品ｉ

喜
宇
綴0

2

1
1
1
0

6
石
〒
〒

社
所業

本
営

場
場
店
会

工
工
理
友

携
検
ｒ
Ｐ
同

提
車
。
Ｉ
ブ

務
間
険
ラ

鱗
四
一
‘
こ
一

整
旨
車
タ

掟
尉
動
一

臨
運
自
口

竺
？
こ
一

城
水
東
全

ｎ
乙
（
６７

哨のに

中
世
後
半
期
の
宇
治
に
お
い
て
土

豪
的
な
勢
力
を
有
し
た
人
々
と
い
え

ば
、
宇
治
荼
の
名
園
形
成
に
深
い
関

係
を
有
し
た
宇
治
大
路
氏
の
名
前
が

ま
ず
想
起
さ
れ
る
。
室
町
幕
府
の
年

中
行
事
を
記
し
た
『
年
中
恒
例
記
』

二
月
四
日
の
項
に
は
、
宇
治
大
路
与

次
郎
三
郎
が
、
伊
勢
田
・
小
倉
あ
た

り
に
勢
力
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
大
野
氏
と
と
も
に
、
室
町
将
軍
家

へ
例
年
の
茶
献
進
の
役
を
負
っ
て
い

た
こ
と
が
配
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
と

深
い
か
か
わ
り
を
有
し
た
家
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
実
際
、
こ
の

宇
治
大
路
氏
は
、
一
族
中
よ
り
将
軍

足
利
義
教
の
側
室
を
生
み
だ
し
、
早

く
か
ら
将
軍
直
臣
団
に
加
わ
っ
て
い

た
家
柄
で
あ
る
が
、
一
方
で
近
衛
家

價
五
ヶ
庄
の
荘
官
を
も
か
ね
る
、
在

地
性
の
強
い
有
力
者
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
宇
治
大
路
氏
の
ほ
か
に
、
宇

治
郷
を
中
心
と
す
る
こ
の
地
域
一
帯

の
茶
園
売
買
と
深
く
か
か
わ
り
、
ま

た
越
前
国
朝
倉
氏
に
宇
治
荼
を
売
る

権
利
1
1
「
茶
之
売
口
と
い
（
問
）
」

緒
誉
な
ｙ
に
よ
り
s
i
n
ｓ
ａ
ｉ
ま
で
さ

か
の
ぽ
っ
て
製
茶
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
長
井
・
祝
・
長
者
・

味
木
・
菱
木
・
大
館
・
吉
村
な
ど
の

名
前
が
掲
げ
ら
れ
る
。
宇
治
大
路
氏

や
堀
・
森
氏
な
ど
と
ち
が
っ
て
、
こ

れ
ら
の
人
々
の
活
動
を
具
体
的
に
知

９
つ
る
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
み
い
だ

せ
な
い
も
の
の
、
総
じ
て
、
彼
ら
も

あ
る
い
は
、
か
つ
て
の
五
ヶ
圧
Ｘ
木

島
Ｓ
な
ど
M
a
ｓ
な
m
a
し
た

土
礎
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
名
前

か
ら
し
て
容
晟
一
に
推
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）

七
月
に
、
領
主
近
衛
房
嗣
・
政
家
の

父
子
が
宇
治
に
下
向
し
た
お
り
、
「

真
木
島
子
次
郎
」
な
る
者
が
五
ヶ
庄

沙
汰
人
と
と
も
に
挨
拶
に
出
向
い
て

宇
治
大
路
氏
と
槙
嶋
氏

を
有
し
た
掲
一
族
、
あ
る
い
は
、
五

ヶ
庄
お
よ
ぴ
そ
の
地
城
の
饗
君
衛

家
と
強
い
つ
な
が
り
を
有
し
た
田
村

氏
・
岡
屋
氏
・
林
氏
・
森
氏
な
ど
の

有
力
者
も
い
る
。
森
氏
の
場
合
、
上

林
家
台
頭
以
前
の
宇
治
茶
業
界
の
背

負
っ
て
た
つ
存
在
で
も
あ
っ
た
。
中

世
の
茶
師
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
に

編
ま
れ
た
地
誌
類
や
各
家
伝
来
の
由

土
善
性
の
強
い
こ
の
地
の
有
力
者
の

一
員
で
あ
っ
た
こ
と
に
ほ
ぽ
聞
違
い

は
な
い
。

さ
て
、
応
仁
・
文
明
の
大
乱
か
ら

中
世
末
の
争
乱
に
至
る
宇
治
の
歴
史

を
み
て
い
て
、
こ
の
地
方
を
舞
台
に

活
躍
し
た
人
物
の
な
か
で
最
も
目
を

ひ
く
の
が
槙
鳴
氏
の
存
在
で
あ
る
。

こ
の
一
族
が
、
現
在
の
槙
島
の
地

お
り
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
十

一
月
二
十
六
日
に
は
、
五
ケ
否
読

人
と
「
長
者
一
人
」
が
政
家
の
も
と

に
一
種
一
荷
を
送
っ
て
い
る
が
、
こ

の
長
者
は
前
後
の
関
係
か
ら
考
兄
て

い
ち
お
う
槙
鳴
氏
と
考
兄
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
五
ケ
庄
を
領
す
る
近
衛

家
と
の
関
係
に
お
い
て
、
荘
官
的
な

役
割
を
有
し
た
槙
嶋
氏
の
あ
り
方
を

物
餉
つ
だ
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
こ
の
「
長
者
」
に
関
し
て

は
、
応
仁
二
半
四
月
八
日
の
平
等
院

鎮
守
戴
ぢ
祭
が
注
目
さ
れ
る
。
祭
礼

の
当
日
、
「
槙
長
者
（
社
冒
槙
嶋
￥

也
）
」
が
社
官
四
人
・
宇
治
長
者
と

と
も
に
馬
上
に
て
神
輿
に
供
奉
し

た
。
「
宇
治
長
者
」
と
い
う
の
は
、

伊
勢
か
ら
宇
治
神

明
社
を
勧
請
し
た

際
に
随
従
し
た
神

官
伊
舅
大
路
氏
よ

り
の
出
自
と
伝
え

る
宇
治
大
路
氏
の

こ
と
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
先
記
の

「
槙
長
者
」
お
よ

ぴ
五
ヶ
庄
荘
官
に

準
ず
る
扱
い
を
う

け
た
１
長
者
」
の

一
件
を
考
え
あ
わ

せ
る
と
、
当
時
の

作

分
館
文
化
祭

公
民
館
の
各
分
館
で
は
、
今
年
も

地
域
の
文
化
を
発
展
さ
せ
る
た
め
次

の
と
お
り
文
化
祭
を
開
き
ま
す
。

手
芸
、
書
道
、
写
真
、
盆
栽
、
絵

画
な
ど
、
地
域
の
人
々
の
作
品
が
数

多
く
展
示
さ
れ
ま
す
。
。
気
軽
に
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

▽
日
程

木
幡
分
館
1
1
月
３
日

川
東
分
館
1
1
月
１
日
ｙ
３
日

白
川
分
館
1
1
月
３
日
ま
で

下
村
分
館
1
1
月
1
7
日
～
知
日

小
倉
分
館
1
1
月
３
日
～
４
日

伊
勢
田
分
館
1
1
月
２
日
～
３
日

開
分
館
1
1
月
３
日

広
野
分
館
1
1
月
６
日
～
７
日

（
）
剖
つ

ド
釧
副
引
Ｖ
．
釧
に

Ｕ
り
驚
―
・
；

旨
訃
Ｈ
肘
Ｈ

公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー

西
目
川
分
館
1
1
月
３
日
～
４
日

槙
島
分
餌
1
1
月
1
0
日
～
1
1
日

公民館の

お知らせ

公
民
館
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
自
由
な
学
習
・
文
化
創
造
活
助
の

―

－

1

1

1

1

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐
‐
ｊ

‐
…
－
－
・

一一
．

市
民
ア
ト
ジ
エ
ー
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ

ー
コ
ー
ス
の
作
品
発
表
（
カ
ト
レ

ア
コ
サ
ー
ジ
ー
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
ー

ホ
ビ
ー
の
作
品
）

‐
第
1
3
回

・
1
1
月
1
6
日
（
金
）
～
3
0
日
（
金
）

市
民
ア
ト
リ
エ
・
油
絵
コ
ー
ス
の

作
品
発
表
（
静
物
画
・
風
景
画
・

人
物
画
な
ど
の
作
品
）

公
民
館
ギ
ャ
ラ
ジ
ー
は
地
颯
や
職

場
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

サ
ー
ク
ル
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
展

示
期
間
は
Ｉ
グ
ル
ー
プ
二
週
間
以
内

で
、
開
設
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
７
時
頃
ま
で
。
使
用
は
無
料
で
す

の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
宇
治
市
公
民
館
（
宇
治

里
尻
7
1
1
9
、
０
２
８
０
４
番
）

へ
。

年
賀
状
づ
く
り
教
室

来
年
の
年
賀
状
を
版
画
で
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
公
民
館
で
は
初
心
者

を
対
象
に
「
年
賀
状
づ
く
り
教
室
」

フ
ェ
ル
ト
版
画
－
を
開
き
ま
す
。

▽
と
今
・
・
1
1
月
1
5
日
、
2
2
日
、
2
9

日
の
３
回
で
、
い
ず
れ
も
木
隔
日

の
午
後
７
時
～
９
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
会
議
室

（
市
民
会
館
）

▽
指
導
・
・
・
版
画
サ
ー
ク
ル
会
員

▽
対
象
・
：
宇
治
市
民
（
た
だ
し
、

小
学
生
は
四
年
生
以
上
で
、
小
学

生
、
中
学
生
の
方
は
観
子
同
伴
に

限
り
ま
す
。
）

▽
申
込
み
・
・
・
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
年
賀

状
づ
く
り
教
室
」
希
望
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
職
業
（
学
校
名
）

電
話
番
号
を
書
い
て
、
1
1
月
８
日

ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
里

尻
7
1
－
９
、
肩
話
０
２
８
０
４
）

へ
。
定
員
三
十
人
で
抽
選
。
教
材

費
二
百
円
が
必
要
。

歴
史
散
歩

湖
西
友
回
の
史
跡
を
訪
ね
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
1
1
月
1
1
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
・
・
・
湖
息
裔
の
史
跡
（
穴

太
冒
穴
・
滋
賀
大
仏
・
大
津
京
跡

な
ど
）

▽
集
合
・
：
午
前
９
時
2
0
分
京
阪
丹

波
橋
駅
・
午
前
1
0
時
京
阪
山
科
駅

▽
講
師
・
：
城
南
高
校
教
諭
の
山
田

良
三
さ
ん

▽
申
込
み
・
：
７
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
里
尻

7
1
－
９
）
へ
。
定
員
は
百
人
で

す
。

ｅｅｓｅｓ儡ｓ

１

１

一

－

－

Ｉ

－

一

回

Ｉ

9
.
1
1
1
1
～
Ｉ
／
・
一
一
ｒ
χ
ｆ
・
ノ
ー
・
。
く
ｆ
・
／
。
ｓ
ｔ
Ｉ
ｆ
？
ｋ
ｔ
、
Ｉ
Ｉ
．
Ｊ

槙
m
は
神
官
を
照
ね
た
有
力
な
ｔ
一
べ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
宇
治
大
ｍ
）

Ｊ
て
豪
と
し
て
存
孤
し
、
そ
の
勢
力
は
、
氏
に
比
肩
す
る
は
ど
の
力
を
有
し
た
･

m
宇
治
大
路
Ｈ
と
肩
を
な
ら
べ
う
る
は
槙
叫
氏
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
次
回

一

死
ど
否
か
。
た
と
思
わ
れ
る
。
ほ
、
宇
治
。
露
台
と
し
ｒ
激
し
と

m
宇
治
大
路
氏
の
ｓ
ｒ
1
族
甲
よ
展
開
を
み
せ
る
中
世
末
の
歴
史
の
中
｝

者
と
り
足
利
m
の
側
5
8
1
1
＾
生
み
だ
し
、
に
、
槙
叫
氏
が
い
か
な
る
役
割
を
果

一

泰
し
早
く
か
ら
将
軍
直
臣
団
の
一
員
と
し
し
た
の
か
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
”
■
）

は
、
て
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
冒
頭
に
述
｀

ゝ
″

’

懇

″

入
江
殿
洞
院
腹

聾

ａ
ｒ
日
Ｉ

霖
璧
一

鏃

孟

ｍ
一

即
出

御
所
日
野
腹

ｍ
一

↓
一

ｌ
書
大

T
i
r

１
光
精
院
殿
善
法
寺
ｉ
＆
女
房

″
万
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｝

″

１
・
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１
・
Ｉ
．
・
・
・
Ｉ
／
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１
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１
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Ｌ
Ｉ
‘
・
χ
ｊ
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・
ｊ
・
Ｉ
Ｉ
・
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ｌ
ｔ
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宇治市休日急病診療所

４
４
一
顧
ｙ

￥
緩
磁
９
９

゛
‘
ｉ
ｕ
ｖ
ｌ
ｎ
Ｌ
ｔ
ｖ

り
姐
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、
ノ
｝
）
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Ｉ
・
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’
ざ
『
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ぶ
Ｎ
．

宇
治
市
史
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窓
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】
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一
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９
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名木百選

道
路
は
広
く
正
し
く

交
通
秩
序
の
確
立
市
民
運
動

こ
の
市
民
運
動
中
十
日
ま
で
「
迷

感
駐
車
追
放
運
動
」
も
展
開
さ
れ
ま

す
。人
と
車
が
安
全
に
利
用
で
き
る
交

通
環
境
づ
ぐ
ｓ
＊
め
ぎ
し
、
道
路
本

来
の
柵
能
回
復
を
は
か
る
た
め
、
運

転
者
等
、
す
べ
て
の
市
民
が
お
互
い

に
注
意
し
あ
っ
て
迷
惑
駐
軍
を
追
放

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
止
め
た
自
助
卑
が
み
ん

な
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

最
近
、
道
路
に
違
法
駐
軍
し
て
あ

っ
た
車
の
か
げ
か
ら
飛
ぴ
出
し
た
子

ど
も
が
交
通
事
故
に
あ
う
と
い
う
ヶ

現
在
、
市
で
は
、
名
木
百
選
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

。
名
木
‘
と
思
わ
れ
る
木
が
あ
り
ま
し

募集中

月
生
田
憲
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

―
神
明
宮
東
四
―
三

健康の
コーナー

生
広
抽

月
書
は

1
1
文
合

年
所
場

5
3
役
の

ぐ
市
数

ん
゜
多

さ
す
Ｏ

子
ま
い

お
い
さ

る
て
だ

す
し
く

峨
集
絡

掲
募
述

u
を
ご

欄
ｊ
に

の
れ
課

こ
ま
報

鋤衛″Ｏ
すまし選

Ｉ
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

と
く
に
狭
い
退
路
で
は
、
事
故
の

発
生
や
近
所
の
迷
惑
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の

通
行
妨
害
と
な
り
被
害
＊
大
き
く
し

ま
す
。

ま
た
車
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
駐

垠
場
所
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
義
拐
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
、
訪

11月１日～10日

問
客
で
あ
っ
て
も
、
道
路
を
駐
軍
場

が
わ
り
に
便
う
こ
と
は
許
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
道
路
に
自
動
車
や
自

転
軍
を
駐
車
し
た
り
、
物
や
商
品
を

置
く
な
ど
通
行
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
よ

う
な
こ
と
は
や
め
る
よ
う
一
人
ひ
と

り
が
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
交
通
労
政
課
）

移動図書館（11月分）

肌
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響
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1
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1
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ゝ
ゝ
｀
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0
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0
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角
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町
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志
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0
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0
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i
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山
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南
岡
蔵

束
広
南
御

図
詰

屋
幡

岡
木
鶴

一かんせまし加参にりくづ院病いしら新

Ｉ
Ｉ
Ｉ

』
昆
一

定
５
各
○
各
○
各
人

撃
９
曹
ｓ
曹
ｅ

ｒ
ｎ
ｎ
ニ

開
１
格
１
格
１
格
四

１
給
Ｊ
％
給
･
-
i
n
ｓ

４
｀
態
温
ゆ

5
5
初
‘
初
‘
初
’
、
絹

ｉ

ｓ
ｉ
Ｓ
Ｈ
ｈ
＊
｜

一
コ
ー
こ

い
一
・
・
＝

―地番丿西作腸…京

韻

部
保
術
室

科
手
話

器
室
談

ｎ
賎
酎

科
部
図

醐
鶴
明

４
放
医

泗
室
室
室

小
査
務
談

４
検
事
相

四
四
四
一
一

回<
Ａ
＾
＝
＾
H
i
”
-
Ｕ
-
Ｕ
-
Ｌ
Ｌ
ｓ
ｉ

Ｑ
り

7 8

税
金
な
ん
で
も

相
談

「
土
地
を
売
っ
た
が
税
金
の
申
告

は
？
」
な
ど
、
税
金
の
こ
と
で
お
悩

み
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

十
一
月
十
一
日
か
ら
「
税
を
知
る

週
間
」
が
は
じ
ま
る
の
を
機
会
に
、

税
務
署
と
府
事
務
所
そ
れ
に
市
で
は

『
税
<
ｓ
な
ん
で
も
相
談
』
を
開
き
ま

す
。

▽
と
き
・
・
・
1
1
月
1
2
日
（
月
）

午
叙
…
時
～
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ
・
：
宇
治
消
防
著
大
会
議
室

（
市
民
税
課
）

街
灯
料
金
の

補
助

夜
這
を
歩
く
と
き
街
灯
に
あ
か
り

が
と
も
っ
て
い
る
と
、
何
ん
と
な
く

心
強
い
も
の
Ｉ
市
で
は
、
町
内
会

や
自
治
会
が
管
理
す
る
街
灯
の
電
気

料
金
を
禰
助
し
ま
す
。

禰
助
す
る
額
は
、

の
街
灯
数
×
け
い
光
灯
2
0
W
の
定
額

料
き
カ
月
分
（
旧
円
）
×
十
二

ヵ
月
×
３
分
の
Ｉ

②
十
月
分
m
料
金
×
十
二
ヵ
月
×

３
分
の
１

①
ま
た
は
②
の
ど
り
に
っ
か
低
い
方
で

す
。す

で
に
、
各
町
内
会
長
さ
ん
に
申

請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

十
一
月
三
十
日
ま
で
に
都
市
整
備
失

対
事
業
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
都
市
整
備
失
対
事
業
課
）

コ
プ
ラ
ｎ
塗
弓
心
こ
ヤ
か
ら
二
▽

1
5
3
0

戸
汗
し
き
ｈ
ｌ
に
弧
に
」
附
汗
で
ら

■
リ

’
ニ
０

一
１
靖
１
ｆ
お
々
バ
ぼ
ぶ
・

‘
■
”

一
I

1
0
1
3

3

ゴ
Ｔ
謡
響
廠
二
如

よ
作
よ
士
ご
ぶ
グ
ぼ
Ｔ
潔

丿
臨
四
二
：
こ
ご
乱
叩

い
Ｉ
こ
づ
Ｉ
か
廠
■
か
。
ご
…
…
…
一
・
・
館
。
■
卵
・
館
。
『
心
一
一
－
―
冊
－
－
。
－

言
』
言
竺
言
謐
『

広
廠
言
‰
ザ
ご
ふ
習
昌
作

－
ト
ド
ト
１
ト
Ｆ
Ｔ
Ｉ
・
‐
＝
‘
’

ｎ
ゴ
言
言
嘩
片
≒
見
付
・

1
1
2
0

－
‐
‐
－
・
‐
‘
ト
ト

廠

…
…

七
万
ぷ
一
声
お
二

行
■
Ｒ
乳
:
５

ｉ
Ｉ
:

幼
i
母
～
Ｑ
'
ｍ
＼
献

で
゜
ま
い
課
さ
生
だ
衛
く
健
絡
保
連
所
ご
役
で
市
ま
は
所
人
健
い
ほ
な
は
か
人
届
い
の
な
知
か
辺
届
の
の
診
知
健
辺
児
の
刀
診
ヵ
健
郎
皿
ｌ
ｏ
休
’
．
い
低

診
さ
’

健
だ
診

児
く
健

月
絡
児

ヵ
ａ

Ｊ

３
ご
３

▼
Ｉ

案
内

■
身
体
障
害
者

巡
回
更
生
相
談

▽
と
亭
：
1
1
月
2
0
日
（
火
）
午

前
1
0
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

た
だ
し
、
こ
と
ぱ
や
耳
、
目
の

不
自
由
な
人
の
相
談
は
午
後
１

時
か
ら
。

▽
と
こ
ろ
・
：
且
椋
公
会
堂

▽
相
談
内
容
＝
・
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
や
障
害
等
級
の
変
更
に

必
嬰
な
診
断
・
Ｍ
設
入
所
や
更

生
医
療
給
付
（
内
部
障
害
の
診

断
や
年
余
一
相
談
は
除
く
）

相
談
希
望
の
人
は
印
か
ん
・
身

障
者
手
帳
、
ま
た
は
捕
装
具
な
ど

を
ご
持
参
。
手
帳
の
交
付
や
再
交

付
に
は
顔
写
ｗ
一
一
枚
（
た
て
４
り

×
よ
こ
３
り
）
が
必
製
。
相
談
は

無
料
。
（
福
祉
課
）

■
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ活

動
研
修
会

▽
と
き
・
：
1
1
月
1
8
日
（
日
）
午

前
1
3
時
～
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ
・
・
。
宇
治
中
学
校

▽
研
修
内
容
・
・
・
講
破
・
老
人
体
操

・
身
体
障
ｗ
を
も
つ
一
八
一
一
齢
者
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ー
ゲ
ー
ト
ポ
ー

ル
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

▽
対
象
…
府
下
に
住
ん
で
い
る
身

体
障
ｓ
3
＊
!
'
ｉ
!
;
ａ
;
i
？
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
関
心
あ
る
人
・
そ
の
他

希
望
さ
れ
る
人

▽
申
込
み
・
・
・
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
へ
郵
送
で
1
1
月
1
0
日
ま
で
心

当
日
参
加
も
可
）
。
参
加
は
無
科

な
お
、
運
動
の
で
き
る
服
装
と
上

ヽ
ぐ
つ
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
を
持

参
。
（
福
祉
課
）

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▽
と
き
・
・
・
1
1
月
６
日
（
火
）
午
後

７
時
半
か
・
り
９
時
半
ま
で
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
小
学
校
で
。

▽
と
き
＝
・
ｕ
‥
万
８
日
（
木
）
午
後

７
時
半
か
ら
９
時
半
ま
で
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
中
学
校
で
。

運
動
の
で
き
る
服
装
で
上
ぐ
つ
を

持
参
の
う
え
、
直
接
会
場
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

－
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
話初
等
講
習
会

▽
と
今
＝
1
1
月
５
日
か
ら
毎
週
月

曜
日
の
午
後
６
時
半
か
ら
８
時
半

ま
で
。
1
1
月
６
日
か
ら
毎
週
火
曜

日
の
午
前
９
峙
半
か
ら
1
1
時
半
ま

で
。
そ
れ
ぞ
れ
６
ヵ
月
間
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
回
公
民
副

▽
受
講
料
・
＝
月
額
三
百
円
と
テ
キ
ス

ト
代
六
百
円

▽
申
込
み
・
・
・
宇
治
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会

の
中
村
日
出
男
ｒ
ｊ
ん
（
電
話
＠
２

０
４
７
番
）
か
石
居
ｕ
碩
ｆ
心
ん

（
心
話
り
２
１
６
２
番
）
へ
。

へ
社
会
教
育
課
）

■
料
理
教
室

▽
と
き
・
・
・
1
1
月
７
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
市
民
会
館
の
中
）

▽
内
容
・
：
中
華
風
そ
う
ぎ
い
五
種

▽
誦
師
・
・
・
料
理
研
究
家
の
星
野
美
智

子
さ
ん

▽
受
講
料
・
・
・
無
料
。
た
だ
し
材
料
賢

と
し
て
六
百
円
が
必
妥
。

▽
申
込
み
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
電
話
四
２
３
１
５
番
）
へ
。

定
員
3
0
人
で
し
め
切
り
。

（
交
通
労
政
課
）

募
集

■
平
盛
幼
稚
園
の
園
章

▽
内
容
・
・
・
平
盛
幼
稚
園
の
園
章

▽
対
象
・
：
市
民
の
方

▽
応
募
饗
領
・
・
・
ハ
ガ
キ
ま
た
は
白
紙

に
m
i
m
物
大
以
上
で
記
入
。

デ
ザ
イ
ン
の
説
明
を
加
え
て
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
明

記
。

▽
し
め
切
り
…
1
1
お
3
0
日

▽
応
募
先
・
・
・
宇
治
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
（
宇
治
琵
僥
二
三
）

な
お
、
応
募
作
岫
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
採
川
し
た
人
に
は
記
念
品
を
贈

呈
。
ま
た
、
國
名
は
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
毒
考
に
決
定
し
ま
し
た
。

（
学
校
教
育
課
）
１
１

Ｉ一
一’

一
一

一

非
才
庫
舞
茸
要

四
々
麹
考
奇
剱
｀
ｍ

匈
ｌ
ａ
母
肆

－
口
－

”

ご
□
回

国

。

己
口
口
一

Ｒ
Ｕ

お
知
ら
せ

そよかぜ号巡回日程
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一
ｉ
■

Ｉ
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1

8
4
７

■
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相
談

は
教
育
委
貝
会
で
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。
家
庭
児
童
相
談
は

月
～
金
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
に
宇
治
福
祉
園
内
で
。
ま
た
、
高
齢
者

職
業
和
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
宇
治
橋
通
り
分
庁
舎

内
で
職
業
紹
介
を
行
い
ま
す
。

Λ
相
談
メ
モ
＞

－
法
律
相
談
＝
毎
月
第
二
・
第
三
・
第
四
木
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
三

時
ま
で
、
市
民
会
館
で
「
法
律
相
談
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
民
事
や

刑
事
な
ど
、
法
律
関
係
で
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ｌ

ｊ

ｉ

Ｉ

↑

Ｉ

Ｉ

2
7
火

－
12
8
水

－
－
1

2
9
木

移
動
市
民
相
談
（
広
野
集
会
所

1
0
時
～
1
5
時
）

－
Ｆ
－
―
Ｉ
Ｉ

公
器
詔

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

（
小
倉
公
民
館
1
0
時
～
1
5
時
）

ｄ

－

Ｉ

一

一

‐

Ｉ

Ｉ

2
6
旦

日

児
］

土
一
結
婚
相
談

（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

2
2
木
一
法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
5
時
）

2
1

1

91

1

1

－

2

0

一
心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

火

１
１
青
少
年
相
談
＾
市
民
会
館
1
3
時
～
1
6
時
゛

月 日

1
7
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

1
6
金

1
3
火

‐
11
4
水

‐
－
一
一

1
5
木

1
0
時
～
1
5
時
）

1
2
月

Ｍ
Ｕ
日
1
0
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

９
金
８
木

一
法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
5
時
）

７
水
６
火

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

１
木
１２
金
１３
祝

－
1
4
レ
旧

５
月

人
権
相
談
（
市
民
会
館
1
0
時
～
1
5
時
）

1
1
月
の
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

もえないゴミ収集日程表

一
２

L
Ｏ

一

類
町
町
町
町

晶
・

安
伊
開
広

2
0

作

治
町
町
町

轟
如

字
小
羽
伊

2
1

市役所清掃課

除
匈
匹
よ

道
山
Ｊ

Ｊ
ｊ

油
仇
ブ
Ｊ
四
Ｊ

ｙ｀一一一

Ｉ
ノ

荒
中
ノ
’
り

中
か゛
口

田
田
ノ
勢
゛
ノ

中
伊
語
”
毛

田
山
・

蔭
南
山

：
中

面
ロ
の

浮
ト
筋
■

く

一
封

な茶
ヽ
ノ
ノ

賄筋
で
井

３山西

一
匹
一

京
一

竺言一
－
ｊヅ

一

万
％
Ｅ
駕う

ｎ
Ｏ

Ｑ
）

2
4

一一

町
町
治

島
倉

３四四森若四
肢田

国
Ｗ

作一才
中
り
一
゛
中
・

浦
東
・
・

洒
聊
戸
正
瀬
の
大
西
ｊ
’
以
東

畑
鉄
ノ

内
国
芝
゛
ｈ
の

中
端
東

西
浦
以
’
山
鉄

島
南
国

ヒ
ー

ハ
コ
畑
ヽ
’

３
’
山
谷

域
原
岡

済
喉

蔵
幡
庄

地
ヶ
六
木
五

2
7

1
0

庄ケ五2
9

1
3

道
町
川
治

星
津

菟
明
志
宇

宇3
0

1
4

Ｉμ白

１
／ｎ
乙１

ｒ
ＤＩ

Ｑ
Ｕ

ｇ
Ｖ１

一万

Ｊｔ尹心

作ぷ匹匹

’
弐
、
、
。

華
’

神

蓮
神

Ｊ
ハ

’
野
落

楽
’
矢

妙
琶
。’

琵

森

番
’

若

壱
居
の’
ぷ

び
鉄

宇
東
凋”

坂

桜
法
米

小
善
’

万

作

域
神
諦
Ｊ

四
四

1 6
謝

全
国
全
蛇

２
～
町
町
明
治

嘉南
羽
神
宇

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

城南衛生管理組合

ゴミ減量に

ご協力ください

さ
ン
ず
回
３

だ
カ
さ
紙
課

く
空
出
古
掃

て
や
｀
て
て
・
Ｏ
清

し
ス
Ｏ
し
め
い
ぐ

に
ラ
い
と
と
さ

全
が
さ
ミ
ま
だ
‘

完
に
だ
ゴ
で
く

を
中
く
は
ど
て

り
の
で
類
な
し

切
ミ
い
誌
会
出

水
ゴ
な
雑
内
て

の
る
れ
や
町
し

ミ
Ｏ
え
入
聞
’
と

ゴ
い
燃
を
新
に
収

▼
▼
▼

ぷ
ノ
心消ｍ廊皿

ｔま

ら
れ
喘謳ツ

旧
“

サ
日
ミ
に
ル
活
ア
生

一
’

‘
ｙ
ニ

¶

設常を一ナーコ談相

が皿窓
いさ下談相ごに軽気

・
・

お
す
・

で
ま
い

ま
げ
さ

画
あ
下

計
し
求

金
さ
請

資
グ
ご

ら
□
で

か
夕
き

画
カ
ガ

計
い
は

造
し
ヽ

改
詳
か

・
の
話

築
改
電

増
増
お

■
■

一一一一

一一

‐

1

1

1

１

－

‐

―

Ｉ

１

－

ｒ

Ｆ

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ

自

ｌ

¶

Ｉ

■

ｌ

ｒ

Ｉ

Ｉ

―

－

ｌ

ｄ

ｊ

一

顕
5
3

業
一
一

産
樫
島
－
田

‘
’
ｙ

Ｒ
ｗ

口
含
・

ト

ー
中
部

ウ
山
一

Υ
μ
田

″

幡
森

。
Ｊ

旭
諮
・

一

」

匹

回
読
肩
息言

刊

一

才

八
二

一
几
賢
一
「

一
古
’
二
Ｉ

ご
埜
『

ふ

莞
一

一
前
野
福

兪
詐

ぺ

Ｊ

一
木
五

ヱ

一
2
8

一
一万
一

一

言勢
毛
・
熊

鷲笥
匹’

除
前

蒜
門
田

４
‰
％

’
大
の
山
の
砂
3
3

悩
乱
恥

北
荒
南
筋
遊
住

、
ぐ
ノ
ぐ
道
ぐ
営

肋
’
。
顛

門
丿
靉二
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